
 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後藤青年女性委員長 
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神戸地本「新入組合員ユニオンスクール」開催 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
神
戸
地
本
は
、
11

月
4

日
（
月
）
、
5

日
（
火
）
、長
田
区
文
化
セ

ン
タ
ー
別
館
ピ
フ
レ
に
お
い
て
、
新
入
組
合

員
を
対
象
と
し
た
、「
新
入
組
合
員
ユ
ニ

オ
ン
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
、
2

日
間
で

社
会
人
採
用
者
を
含
む
95

名
の
新
入
組

合
員
が
参
加
し
た
。 

始
め
に
、神
戸
地
本
を
代
表
し
て
石
原

書
記
長
よ
り
、
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催
の

意
義
を
述
べ
た
後
、
安
全
、会
社
の
状
況

と
関
係
性
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。  

青
年
女
性
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
30

歳
以
下
の
組
合
員
が
レ
ク
活
動

や
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、職
場
や
系
統

を
越
え
た
横
の
繋
が
り
や
仲
間
を
増
や

す
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
あ
る
こ
と
が
伝

え
ら
れ
た
。 

次
に
労
働
組
合
の
意
義
・
必
要
性
に
つ

い
て
、労
働
組
合
の
目
的
は
、会
社
と
対

等
な
立
場
で
労
働
条
件
の
改
善
や
向
上
、

労
働
環
境
作
り
、働
く
仲
間
の
生
活
を
守

る
た
め
に
様
々
な
団
体
交
渉
を
行
っ
て
い

る
こ
と
を
学
ん
だ
。 

続
け
て
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
各
種
共
済
制

度
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
最
後
に
入
社

し
て
感
じ
る
疑
問
や
悩
み
、業
務
に
関
す

る
課
題
等
に
つ
い
て
職
場
や
系
統
を
越
え

た
仲
間
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。 

発
表
で
は
日
々
の
業
務
や
設
備
、
賃
金

や
各
種
手
当
に
関
す
る
意
見
、
今
後
の
レ

ク
活
動
へ
の
要
望
等
、様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
、
参
加
者
全
員
で
共
有
し
、
ユ
ニ
オ
ン

ス
ク
ー
ル
は
終
了
し
た
。 

神
戸
運
転
部
会 

第
32

回
定
期
委
員
会
開
催 

神
戸
運
転
部
会
は
、
11

月
13

日
（
水
）
、姫
路
じ
ば
さ
ん
び
る
会

議
室
に
お
い
て
、「
第
32

回
定
期
委

員
会
」
を
開
催
し
、運
転
部
会
に
関

わ
る
分
会
の
代
表
者
、来
賓
、約

50

名
が
出
席
し
た
。 

神
戸
運
転
部
会
を
代
表
し
て
、

宮
崎
部
会
長
は
、安
全
、業
務
に
つ

い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。 

質
疑
で
は
、
5

名
の
委
員
か
ら

業
務
課
題
や
手
当
、勤
務
制
度
等
、

16

項
目
の
発
言
が
あ
り
、答
弁
の

後
、全
体
で
運
動
方
針
の
採
択
を

行
い
、最
後
に
宮
崎
部
会
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。 

 「第１５回 本部ソフトボール 

大会」出場 

 11月 1２日（火）～1３日（水）、周

南市緑地運動施設において、広島地

本準備のもと「第１５回本部ソフトボー

ル大会」が開催され、神戸地本代表と

して明石電車区分会が出場した。 

 

神
戸
営
業
部
会      

第
32

回
定
期
委
員
会
開
催 

神
戸
営
業
部
会
は
、
11

月
19

日
（
火
）
、ろ
う
き
ん
姫
路
支
店
会

議
室
に
お
い
て
、「
第
32

回
定
期
委

員
会
」
を
開
催
し
、営
業
部
会
に
関

わ
る
分
会
の
代
表
者
、来
賓
、約
40

名
が
出
席
し
た
。 

神
戸
営
業
部
会
を
代
表
し
て
、
前

島
部
会
長
は
、安
全
、労
災
、業
務

課
題
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。 

質
疑
で
は
、
８

名
の
委
員
か
ら

業
務
課
題
や
賃
金
等
、
13

項
目
の

発
言
が
あ
り
、答
弁
の
後
、全
体
で

運
動
方
針
の
採
択
を
行
っ
た
。 

役
員
改
選
で
は
、谷
岡
部
会
長
、

山
本
事
務
長
を
中
心
と
す
る
新
た

な
体
制
が
確
認
さ
れ
た
。 

【神戸運転部会 三役】 

部会長  宮崎 恵輔 姫 路 列 車 区  

副部会長 市田 慎也 網干総合車両所 

副部会長 前田 直顕 ひめじ運転区  

事務長  多田 和也 明 石 電 車 区  

 

新
幹
線
神
戸
地
方
協
議
会 

第
18

回
定
期
総
会
開
催 

Ｊ
Ｒ
西
労
組
新
幹
線
神
戸
地
方
協

議
会
は
、
11

月
10

日
（
日
）
、サ
ン
ラ

イ
フ
明
石
に
お
い
て
、「
第
18

回
定
期

総
会
」
を
開
催
し
た
。新
幹
線
に
関
わ

る
分
会
の
代
表
者
、来
賓
、約
20

名

が
出
席
し
た
。 

神
戸
地
方
協
議
会
を
代
表
し
て
、

大
島
議
長
は
、定
期
総
会
を
新
幹
線

職
場
が
集
ま
る
良
い
機
会
と
捉
え
、

様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
呼
び

か
け
た
。 

質
疑
で
は
、
6

名
の
代
議
員
か
ら

業
務
課
題
や
職
場
環
境
、各
種
手
当

等
、
15

項
目
の
発
言
が
あ
り
、
最
後
に

大
島
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
た
。 

【神戸営業部会 三役】 

部会長  谷岡 勝彦 三 ノ 宮 運 輸 

副部会長 廣野 敦士 三 ノ 宮 運 輸 

副部会長 藤田 紘平 明 石 車 掌 区  

事務長  山本 将大 姫 路 運 輸  

 

【新幹線神戸地方協議会 三役】 

議長   大島 武裕 姫路新幹線保線区 

副議長  渡邊 晃久 神戸土木技術センター 

事務局長 永田 陽祐 三 ノ 宮 運 輸  

 
谷岡営業部会長 

【神戸地本青年女性委員会 三役】 

委員長  後藤 直人  芦 屋 運 輸 

副委員長 後藤 優佳  加古川運輸 

副委員長 横山 昇吾  三ノ宮運輸 

副委員長 小原 啓太郎 姫路列車区  

事務長  那須 宰   神戸電力区 

 

神
戸
地
本
青
年
女
性
委
員
会
第

32

回
定
期
委
員
会
開
催 

11

月
３

日
（
日
）
、長
田
区
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
神
戸
地
本

青
年
女
性
委
員
会
第
32

回
定
期
委

員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
新
た
な
活
動

方
針
と
後
藤
委
員
長
、那
須
事
務
長

を
中
心
と
す
る
新
た
な
体
制
が
確

認
さ
れ
た
。 

 

ろうきん口座開設のお願い 
来年春より救援共済の給付について、ろうきん口座以

外の場合は振込手数料を引いた額での給付となります。

「JR連合総合共済」、「JR西労組家族支援共済」の還

付金についても登録がないと、日数がかかる上に役員の

多大な負担となっています。迅速な給付、役員の負担軽

減、現金事故防止の観点からもろうきん口座の開設をお

願いします。また、すでに他地域でろうきん口座をお持ちの

方は、その口座を還元口座として登録することもできます。 

詳しくは神戸地本までお問い合わせください。 

 

労
働
組
合
の
必
要
性
、青
年
女
性
委
員
会
の
活
動
を
学
ぶ
！ 

 


